
 
 
 
   
 第 6 回日本語祭

まつ

りが 9 月 28 日(日)、ブラジル日本語センターで開
かい

催
さい

されました。当日は曇
くも

り空
ぞら

で、

時
とき

折
おり

霧
きり

雨
さめ

が降
ふ

る天
てん

気
き

でしたが、午前 8 時に受
うけ

付
つけ

が開
かい

始
し

される１時間以上も前から、作品コンクールの

表
ひょう

彰
しょう

式
しき

に出
しゅっ

席
せき

する親
おや

子
こ

連
づ

れがセンターに集
しゅう

合
ごう

していました。 

 この日本語祭りは、ブラジル日本語センターを広く日本語学習者に知ってもらおうと、2003 年より

行っており、今年で第 6 回目を数
かぞ

えます。 

 サンパウロ市内はもちろんのこと、近
きん

郊
こう

のモジ、スザノ、カンピーナス、ピラール・ド・スールか

らも表彰式に訪
おとず

れ、遠くは、ドウラードス、ロンドリーナからも参
さん

加
か

してくださいました。 

 例
れい

年
ねん

より参加者が増
ふ

え、175 名の生徒が賞状及びメダルを受け取りました。 

 表彰式はセンター講
こう

堂
どう

で行われ、谷
たに

理
り

事
じ

長
ちょう

の挨
あい

拶
さつ

の後
あと

、来
らい

賓
ひん

の紹
しょう

介
かい

、表
ひょう

彰
しょう

状
じょう

授
じゅ

与
よ

式
しき

と続
つづ

き、ブ

ラジル日本移
い

民
みん

100 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

協
きょう

会
かい

から、「笠
かさ

戸
と

丸
まる

賞
しょう

」を授
じゅ

与
よ

された 12 名が紹
しょう

介
かい

され、内
うち

10 名が

谷理事長から記
き

念
ねん

のコインが贈
おく

られました。その後、同コンクールに参加してい

る学校の内、7 校が歌や踊
おど

り、体
たい

操
そう

などを披
ひ

露
ろう

し、賑
にぎ

やかなうちに日本語祭り表

彰の部が終了しました。 

 センター内では、古
ふる

本
ほん

市
いち

、バザー、売
ばい

店
てん

などが出され、多くの来
らい

場
じょう

者
しゃ

が訪れ

て、賑
にぎ

わいました。また、作品コンクールの入賞作品があちらこちらに張
は

り出
だ

され、来場者の目を楽

しませていました。 

 今年の JICA所
しょ

長
ちょう

杯
はい

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

は、木
きの

下
した

登
のぼる

(ｽｻﾞﾉ金
こん

剛
ごう

寺
じ

学
がく

園
えん

・書道部門)、矢
や

島
じま

みどり( 昭
しょう

和
わ

日本語学

校・絵画部門)、荒
あら

堀
ほり

エジソン(清
せい

心
しん

学
がく

園
えん

・硬筆部門)、小
こ

森
もり

美
み

津
つ

江
え

(ﾄﾞｳﾗｰﾄﾞｽﾓﾃﾞﾙ校・作文部門)。 

CBLJ理
り

事
じ

長
ちょう

杯
はい

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

は、吉
よし

池
いけ

三
さん

志
し

郎
ろう

(ｽｻﾞﾉｸﾞｱｲｵｰ日本

語学校・書道部門)、金
かね

崎
ざき

美
み

恵
え

(ﾊﾞﾙｾﾞｱｱﾚｸﾞﾚ日本語学校・

絵画部門)、伊
い

藤
とう

理
り

加
か

(ｽｻﾞﾉ金
こん

剛
ごう

寺
じ

学園・硬筆部門)、鐙
あぶ

野
の

獅
し

珠
ず

雄
お

(ﾋﾟﾗｰﾙﾄﾞｽｰﾙ日本語学校・作文部門)でした。 

  

 また、午後 2 時からはサンパウロ・スピーチコンテストが行われ、17 名が参加しました。 

入賞者は、次の通りです。 

1 位：辻
つじ

パトリシア須
す

磨
ま

香
か

(A 組)、小
こ

森
もり

美
み

津
つ

江
え

(B 組)、  

   江
え

崎
ざき

左
さ

奈
な

絵
え

(C 組)、安
あん

楽
らく

美
み

幸
ゆき

(15歳
さい

の部） 

2 位：中村
なかむら

宮本
みやもと

ﾌｪﾙﾅﾝﾀﾞ(C 組)、弓場
ゆ ば

ﾌﾗﾝｼｽりさ(15歳
さい

の部) 

3 位：谷
たに

口
ぐち

マルセロ正
まさ

宏
ひろ

(C 組)、棗
なつめ

田
だ

愛
まな

美
み

(15歳
さい

の部） 
 
 今年も大いに盛

も

り上がりましたが、来年はもっと生徒参
さん

加
か

型
がた

の日本語祭りにするよう、日本語祭り

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

では企
き

画
かく

、検
けん

討
とう

を重
かさ

ねていくことになっています。 
 
写真左は「笠

かさ

戸
と

丸
まる

賞
しょう

」受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

です。おめでとう

ございます。 
 
伊
い

津
づ

野
の

 敬
けい

嗣
し

、安永忠邦
やすながただくに

、 柳
やなぎ

森
もり

優
まさる

、河
こう

野
の

 八
や

千
ち

代
よ

、磯
いそ

田
だ

 淑
ひで

代
よ

、 岡
おか

崎
ざき

やす子
こ

、矢
や

崎
ざき

 幹
みき

子
こ

、高
たか

橋
はし

 都
と

美
み

子
こ

、斉
さい

藤
とう

 
早
さ

百
ゆ

合
り

、尾
お

崎
ざき

 守
まもる

、松
まつ

尾
お

 眞
ま

名
な

子
こ

、城
しろ

田
た

志
し

津
づ

子
こ

 (敬称略) 
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